
�愛媛県告示第５３５号
理容師法（昭和２２年法律第２３４号）第１１条の４第２項の規定によ

り、次のとおり講習会を指定した。

平成２３年４月２２日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 講習会の名称

管理理容師資格認定講習会

２ 主催者

東京都江東区有明３丁目７番地２６号 有明フロンティアビルＢ

棟９階

財団法人理容師美容師試験研修センター

３ 講習日

平成２３年１１月１４日、平成２３年１１月２１日、平成２３年１１月２８日の３

日間

４ 講習場所

松山市持田町３丁目８番１５号

愛媛県総合社会福祉会館

５ 受講料

１８，０００円

�������
�愛媛県告示第５３６号
美容師法（昭和３２年法律第１６３号）第１２条の３第２項の規定によ

り、次のとおり講習会を指定した。

平成２３年４月２２日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 講習会の名称

管理美容師資格認定講習会

２ 主催者

東京都江東区有明３丁目７番地２６号 有明フロンティアビルＢ

棟９階

財団法人理容師美容師試験研修センター

３ 講習日

平成２３年１１月１４日、平成２３年１１月２１日、平成２３年１１月２８日の３

日間

４ 講習場所

松山市持田町３丁目８番１５号

愛媛県総合社会福祉会館

５ 受講料

１８，０００円

�������
�愛媛県告示第５３７号
介護保険法（平成９年法律第１２３号）第１１５条の４１の規定により、

次のとおり指定調査機関の調査事務の廃止を許可した。

平成２３年４月２２日

愛媛県知事 中 村 時 広

�������
�愛媛県告示第５３８号
介護保険法（平成９年法律第１２３号）第１１５条の４２第３項において

準用する同法第１１５条の４１の規定により、次のとおり指定情報公表

センターの情報公表事務の廃止を許可した。

平成２３年４月２２日

愛媛県知事 中 村 時 広

�������
�愛媛県告示第５３９号
森林法（昭和２６年法律第２４９号）第２５条の２第１項の規定により、

次のように保安林の指定をする。

平成２３年４月２２日

愛媛県知事 中 村 時 広

１� 保安林の所在場所

西条市下島山字東加納戸甲２５９６の１から甲２５９６の３まで、甲
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発 行 愛 媛 県

指定調査機関の

名称
指定調査機関の住所

調査事務を行う事務所

の所在地

許 可

年 月 日

愛媛県国民健康
保険団体連合会

愛媛県松山市高岡町１０
１番地１

愛媛県松山市高岡町１０
１番地１

平成２３年
３月３１日

社会福祉法人愛
媛県社会福祉協
議会

愛媛県松山市持田町三
丁目８番１５号

愛媛県松山市持田町三
丁目８番１５号

平成２３年
３月３１日

特定非営利活動
法人ＪＭＡＣＳ

愛媛県松山市千舟町六
丁目１番地３

愛媛県松山市千舟町六
丁目１番地３

平成２３年
３月３１日

指定情報公表セ

ンターの名称

指定情報公表センター

の住所

情報公表事務を行う

事務所の所在地

許 可

年 月 日

愛媛県国民健康
保険団体連合会

愛媛県松山市高岡町１０
１番地１

愛媛県松山市高岡町１０
１番地１

平成２３年
３月３１日

毎週（火・金）曜日発行 第２２６１号 平成２３年４月２２日

平成２３年４月２２日金曜日 第２２６１号

愛 媛 県 報

４１８



２５９７、甲２５９８の１から甲２５９８の３まで、甲２５９９から甲２６０２まで

� 指定の目的

土砂の流出の防備

� 指定施業要件

ア 立木の伐採の方法

� 次の森林については、主伐は、択伐による。

字東加納戸甲２５９６の３・甲２５９８の１・甲２５９８の２・甲２５

９９から甲２６０１まで（以上６筆について次の図に示す部分に

限る。）、甲２５９８の３

� その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。

� 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の

所在する市町に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期

齢以上のものとする。

� 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度

次のとおりとする。

２� 保安林の所在場所

松山市熊田乙１７４、乙１７７の１、乙１７９の１

� 指定の目的

土砂の流出の防備

� 指定施業要件

ア 立木の伐採の方法

� 次の森林については、主伐は、択伐による。

熊田乙１７９の１（次の図に示す部分に限る。）

� その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。

� 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の

所在する市町に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期

齢以上のものとする。

� 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度

次のとおりとする。

３� 保安林の所在場所

松山市津和地３８４１の１

� 指定の目的

土砂の崩壊の防備

� 指定施業要件

ア 立木の伐採の方法

� 主伐は、択伐による。

� 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の

所在する市町に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期

齢以上のものとする。

� 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度

次のとおりとする。

（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係

書類を愛媛県庁及び関係市役所に備え置いて縦覧に供する。）

�������
�愛媛県告示第５４０号
森林法（昭和２６年法律第２４９号）第２６条の２第２項の規定により、

次のように保安林の指定を解除する。

平成２３年４月２２日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 解除に係る保安林の所在場所

西条市荒川字シヨウア谷乙１０５の３、字古田乙１０９の３、字竹川

谷乙１２１の２０、字シリタカ石乙１２４の２

２ 保安林として指定された目的

土砂の流出の防備

３ 解除の理由

電気工作物施設用地とするため

�������
�愛媛県告示第５４１号
森林法（昭和２６年法律第２４９号）第２６条の２第１項の規定により、

次のように保安林の指定を解除する。

平成２３年４月２２日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 解除に係る保安林の所在場所

西宇和郡伊方町塩成字振峯乙２１０の４、乙２１１の５、乙２１２の３、

字向山乙１０３７の３、川之浜字コアシロ２４０１の３、２４０１の４

２ 保安林として指定された目的

魚つき

３ 解除の理由

指定理由の消滅

�������
�愛媛県告示第５４２号
測量法（昭和２４年法律第１８８号）第３９条において準用する同法第

１４条第２項の規定に基づき、松山市長から次のとおり公共測量が終

了した旨の通知があった。

平成２３年４月２２日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 作業種類 公共測量（１／１，０００、１／２，５００、１／１０，０００地形

図作成）

２ 作業期間 平成２２年５月１１日から

平成２３年３月１５日まで

３ 作業地域 松山市都市計画区域内

�������
�愛媛県告示第５４３号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１１３条の２第１項の規定に

より、今治市から次のとおり土地改良事業の工事が完了した旨の届

出があった。

平成２３年４月２２日

愛媛県東予地方局長 沖 哲 志

�������
�愛媛県告示第５４４号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第９６条の２第１項の規定に

より、今治市から協議のあった市営土地改良事業（県単独補助土地

改良事業（かんがい排水）・奈良之木地区）の施行に平成２３年４月

１３日同意した。

平成２３年４月２２日

愛媛県東予地方局長 沖 哲 志

土地改良事業の名称 土地改良事業の
施行に係る地域

土地改良事業の工
事の完了年月日

県単独補助土地改良事業（か
んがい排水） 海山下池地区 平成２３年３月２５日

愛 媛 県 報平成２３年４月２２日 第２２６１号

４１９



�������
�愛媛県告示第５４６号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１６項の規定により、

松山市久保田土地改良区から次のとおり役員が就任し、及び退任し

た旨の届出があった。

平成２３年４月２２日

愛媛県中予地方局長 岡 本 靖

就 任

退 任

�������
�愛媛県告示第５４７号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１６項の規定により、

松山市富久土地改良区から次のとおり役員が就任し、及び退任した

旨の届出があった。

平成２３年４月２２日

愛媛県中予地方局長 岡 本 靖

就 任

退 任

�������
�愛媛県告示第５４８号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１６項の規定により、

松山市東長戸土地改良区から次のとおり役員が就任し、及び退任し

た旨の届出があった。

平成２３年４月２２日

愛媛県中予地方局長 岡 本 靖

�愛媛県告示第５４５号
建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２９条第１項第４号の規定に基づき、次のとおり建設業者の許可を取り消した。

平成２３年４月２２日

愛媛県知事 中 村 時 広

許 可 番 号 許 可
年月日 商 号 又 は 名 称 代表者氏名 主たる営業所の所在地 取 消

年月日
取 り 消 し た
建 設 業 の 種 類

取消しの原因
となった事実

（般－１９）第８５７５号 平成１９年
１２月１３日 今治ヤンマー� 冠 範之 今治市恵美須町２－８－

３
平成２３年
３月１１日 土木工事業 建設業の廃止

（一部）

（般－１９）第１３７９４号 平成１９年
８月１８日 黒田建設 黒田富士雄 西条市丹原町高松甲６８２

－３
平成２３年
３月２２日 建築工事業 建設業の廃止

（般－１８）第１４９２５号 平成１９年
２月８日 �都市創造研究所 河村 克信 四国中央市土居町小林７９

７－１
平成２３年
３月２３日

土木工事業
とび・土木工事業
石工事業、鋼構造物工事業
ほ装工事業

建設業の廃止

（般－１８）第１４７３６号 平成１８年
５月１０日 共和観光開発� 久門 渡 西条市神拝甲１３０－２ 平成２３年

３月２８日 土木工事業、水道工事業 建設業の廃止

（般－２１）第１５５９８号 平成２１年
７月２３日 �小藪工業 小藪 隆夫 新居浜市西町５－８ 平成２３年

３月２８日 建築工事業 建設業の廃止
（一部）

（般－１９）第１７５３号 平成１９年
１０月１８日 三電工業所 渡邊陽之助 今治市古国分１－１－３１ 平成２３年

３月３０日 管工事業 建設業の廃止

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 玉 井 紀 夫 松山市富久町４６７番地

〃 玉乃井 晃 松山市富久町２２５番地

〃 玉乃井 洋 一 松山市富久町３１５番地

〃 玉乃井 和 利 松山市富久町２２３番地

〃 竹 内 正 彦 松山市富久町３２０番地

〃 須 山 浩 光 松山市富久町３１９番地

監 事 戒 能 謙 介 松山市富久町４５５番地

〃 川 口 博 幸 松山市富久町３１７番地

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 玉乃井 洋 一 松山市富久町３１５番地

〃 玉 井 紀 夫 松山市富久町４６７番地

〃 竹 内 正 彦 松山市富久町３２０番地

〃 玉乃井 晃 松山市富久町２２５番地

〃 須 山 浩 光 松山市富久町３１９番地

〃 高 橋 清 松山市富久町３３８番地

監 事 川 口 博 幸 松山市富久町３１７番地

〃 玉乃井 和 利 松山市富久町２２３番地

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 小 原 博 政 松山市久保田町３５６番地

〃 池 内 文 典 松山市久保田町３２１番地３

〃 竹 田 安 重 松山市久保田町３３８番地

〃 秀 野 隆 昭 松山市久保田町３６９番地

〃 沼 野 員 典 松山市久保田町３６５番地

〃 嶋 屋 丈 夫 松山市久保田町３４１番地２

監 事 小 川 邦 弘 松山市久保田町１１１番地１

〃 池 内 広 志 松山市久保田町３４０番地

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 小 原 博 政 松山市久保田町３５６番地

〃 池 内 文 典 松山市久保田町３２１番地３

〃 竹 田 安 重 松山市久保田町３３８番地

〃 秀 野 隆 昭 松山市久保田町３６９番地

〃 沼 野 員 典 松山市久保田町３６５番地

〃 嶋 屋 丈 夫 松山市久保田町３４１番地２

監 事 小 川 邦 弘 松山市久保田町１１１番地１

〃 嶋 屋 忠 則 松山市久保田町３６７番地

愛 媛 県 報平成２３年４月２２日 第２２６１号

４２０



就 任

退 任

�������
�愛媛県告示第５４９号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１６項の規定により、

松山市南吉田町土地改良区から次のとおり役員が就任し、及び退任

した旨の届出があった。

平成２３年４月２２日

愛媛県中予地方局長 岡 本 靖

就 任

退 任

�������
�愛媛県告示第５５０号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１６項の規定により、

松山市谷町土地改良区から次のとおり役員が就任し、及び退任した

旨の届出があった。

平成２３年４月２２日

愛媛県中予地方局長 岡 本 靖
就 任

退 任

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 谷 岡 勲 松山市谷町１３２番地

〃 樋 口 正 俊 松山市谷町３７９番地

〃 宮 � 賢 二 松山市谷町甲１３３番地１

〃 山 口 宏 松山市谷町１４番地

〃 門 屋 吉 夫 松山市谷町３８番地２

〃 寺 井 昭 男 松山市谷町甲２６番地３

〃 門 屋 浩 美 松山市谷町甲３６番地１

〃 門 屋 一 臣 松山市谷町３０６番地

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 谷 岡 勲 松山市谷町１３２番地

〃 寺 井 雅 信 松山市谷町３３０番地

〃 宮 � 賢 二 松山市谷町甲１３３番地１

〃 山 口 宏 松山市谷町１４番地

〃 門 屋 吉 夫 松山市谷町３８番地２

〃 寺 井 昭 男 松山市谷町甲２６番地３

〃 門 屋 浩 美 松山市谷町甲３６番地１

〃 宮 崎 純 也 松山市谷町４７４番地２

〃 門 屋 泰 三 松山市谷町３１６番地

監 事 門 屋 一 臣 松山市谷町３０６番地

〃 宮 � 澄 雄 松山市谷町４７４番地１

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 川 � 俊 一 松山市南吉田町１５０２番地

〃 神 野 吾 松山市南吉田町１５１５番地

〃 藤 内 栄 松山市南吉田町１０５６番地

〃 堀 岡 公 男 松山市南吉田町２８０１番地

〃 山 崎 保 松山市南吉田町１１２１番地

〃 高 橋 寛 松山市南吉田町１７７６番地

〃 関 谷 清 松山市南吉田町１０５２番地

〃 伊豫田 彪 松山市南吉田町１１０５番地

〃 鵜 篭 洋 松山市南吉田町９１０番地

〃 河 � 文 夫 松山市南吉田町９１４番地

〃 鵜 篭 高 松山市南吉田町１０８７番地

〃 高須賀 宏 一 松山市南吉田町３３８番地２

〃 木 村 辰 夫 松山市南吉田町１７９６番地３

監 事 新 田 時 宣 松山市南吉田町１０９８番地

〃 土 屋 博 文 松山市南吉田町１０５０番地

〃 神 野 満 行 松山市南吉田町１５１５番地

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 川 � 俊 一 松山市南吉田町１５０２番地

〃 神 野 吾 松山市南吉田町１５１５番地

〃 藤 内 栄 松山市南吉田町１０５６番地

〃 堀 岡 公 男 松山市南吉田町２８０１番地

〃 山 崎 保 松山市南吉田町１１２１番地

〃 高 橋 寛 松山市南吉田町１７７６番地

〃 関 谷 清 松山市南吉田町１０５２番地

〃 伊豫田 彪 松山市南吉田町１１０５番地

〃 鵜 篭 洋 松山市南吉田町９１０番地

〃 河 � 文 夫 松山市南吉田町９１４番地

〃 和 田 康次郎 松山市南吉田町１３０５番地１

〃 高須賀 宏 一 松山市南吉田町３３８番地２

〃 木 村 辰 夫 松山市南吉田町１７９６番地３

監 事 新 田 時 宣 松山市南吉田町１０９８番地

〃 土 屋 博 文 松山市南吉田町１０５０番地

〃 神 野 満 行 松山市南吉田町１５１５番地

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 仲 田 理 男 松山市東長戸三丁目３番８号

〃 門 屋 章 範 松山市東長戸三丁目１０番３２号

〃 永 田 時 雄 松山市東長戸二丁目１１番２３号

〃 門 屋 正 寛 松山市東長戸三丁目１番５号

〃 高 松 康 夫 松山市東長戸三丁目７番３７号

〃 永 田 利 久 松山市東長戸二丁目１０番２５号

〃 安 田 稔 松山市東長戸二丁目１０番２４号

監 事 浅 岡 環 松山市東長戸一丁目２番１７号

〃 安 田 淪 松山市東長戸三丁目３番７号

〃 永 田 光 孝 松山市東長戸二丁目７番３５号

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 仲 田 理 男 松山市東長戸三丁目３番８号

〃 岡 本 昌 人 松山市東長戸二丁目９番３６号

〃 永 田 時 雄 松山市東長戸二丁目１１番２３号

〃 門 屋 正 寛 松山市東長戸三丁目１番５号

〃 高 松 康 夫 松山市東長戸三丁目７番３７号

〃 高 松 寿 幸 松山市東長戸三丁目１１番４６号

〃 安 田 稔 松山市東長戸二丁目１０番２４号

監 事 浅 岡 環 松山市東長戸一丁目２番１７号

〃 安 田 淪 松山市東長戸三丁目３番７号

〃 高 松 宏 松山市東長戸三丁目９番２１号

愛 媛 県 報平成２３年４月２２日 第２２６１号
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�愛媛県告示第５５１号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１６項の規定により、

松山市馬木町土地改良区から次のとおり役員が就任し、及び退任し

た旨の届出があった。

平成２３年４月２２日

愛媛県中予地方局長 岡 本 靖

就 任

退 任

�������
�愛媛県告示第５５２号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１６項の規定により、

松山市吉藤土地改良区から次のとおり役員が就任した旨の届出があ

った。

平成２３年４月２２日

愛媛県中予地方局長 岡 本 靖

就 任

�������
�愛媛県告示第５５３号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１６項の規定により、

松山市高岡土地改良区から次のとおり役員が退任した旨の届出があ

った。

平成２３年４月２２日

愛媛県中予地方局長 岡 本 靖

退 任

�������
�愛媛県告示第５５５号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号。

以下「法」という。）第５条第１項の規定に基づく特定施設の設置

の許可の申請があった。

なお、法第５条第３項に規定する書面は、愛媛県宇和島保健所及

び宇和島市役所において告示の日から３週間公衆の縦覧に供する。

平成２３年４月２２日

愛媛県宇和島保健所長 冨 田 直 明

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

鹿島建設 株式会社

東京都港区元赤坂１丁目３番１号

代表取締役社長 中村 満義

２ 事業場の名称及び所在地

平成２２－２４年度 近家トンネル第１工事

愛媛県宇和島市津島町近家

３ 特定施設に関する事項

�愛媛県告示第５５４号
都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第３６条第１項に規定する開発行為に関する工事が次のとおり完了した。

平成２３年４月２２日

愛媛県中予地方局長 岡 本 靖

検 査 済 証 の 番 号
及 び 交 付 年 月 日

工 事 を 完 了 し た 開 発 区 域 又 は
工 区 に 含 ま れ る 地 域 の 名 称

開 発 許 可 を 受 け た
者 の 住 所 及 び 氏 名

２３中局建（開）第２号

平成２３年４月１５日
伊予郡松前町大字東古泉字�樋５１９番１、５２０番１、５２１番１、５２２番１

大阪府吹田市江坂町二丁目１番１１号

株式会社あきんどスシロー

特 定 施 設 の 種 類
水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第
１８８号）別表第１第５５号 生コンクリー
ト製造業の用に供するバッチャープラン
ト

特 定 施 設 の 能 力 １時間当たり２２．５立方メートル処理

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 竹 内 嘉 重 松山市高岡町２６０番地

役員の種類 氏 名 住 所

監 事 二 神 政 志 松山市吉藤五丁目１１番１号

〃 野 本 泰 夫 松山市馬木町１３１番地

〃 渡 部 淳 孝 松山市馬木町５２番地

〃 矢 野 健 次 松山市馬木町３１０番地

監 事 矢 野 幸 夫 松山市馬木町１４３番地

〃 須 賀 素 臣 松山市馬木町９３番地

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 野 本 剛 三 松山市馬木町１５５番地

〃 大 内 博 久 松山市馬木町１９８番地１

〃 野 中 弘 文 松山市馬木町９６番地１

〃 須 賀 達 志 松山市馬木町１０６番地１

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 野 本 剛 三 松山市馬木町１５５番地

〃 大 内 博 久 松山市馬木町１９８番地１

〃 野 中 弘 文 松山市馬木町９６番地１

〃 須 賀 達 志 松山市馬木町１０６番地１

〃 野 本 泰 夫 松山市馬木町１３１番地

〃 渡 部 淳 孝 松山市馬木町５２番地

〃 矢 野 健 次 松山市馬木町３１０番地

監 事 矢 野 幸 夫 松山市馬木町１４３番地

〃 須 賀 素 臣 松山市馬木町９３番地

〃 門 屋 泰 三 松山市谷町３１６番地

監 事 寺 井 雅 信 松山市谷町３３０番地

〃 宮 � 澄 雄 松山市谷町４７４番地１

愛 媛 県 報平成２３年４月２２日 第２２６１号

４２２



４ 汚水等の処理施設に関する事項

� 沈殿槽

� 濁水処理施設

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３０日

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成の翌日

特定施設の使用時間間隔 断続使用

特定施設の１日当たりの使用
時間 ４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １０．０～１２．０

最大 １０．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ５．０

最大 １０．０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２，５００

最大 ３，０００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．０

最大 ７．０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．０７５

最大 １．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２４

最大 ３０

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 １０．０～１２．０

最大 １０．０～１２．０

通常 １０．０～１２．０

最大 １０．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ５．０

最大 １０．０

通常 ５．０

最大 １０．０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２，５００

最大 ３，０００

通常 ２５０

最大 ３００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．０

最大 ７．０

通常 ５．０

最大 ７．０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．０７５

最大 １．０

通常 ０．０７５

最大 １．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２４

最大 ３０

通常 ２４

最大 ３０

備考：処理後の汚水は、特定施設の用水として再利用する。

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３０日

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成の翌日

処 理 施 設 の 種 類 物理処理

処 理 施 設 の 型 式 沈殿槽

処 理 施 設 の 構 造 鋼板製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 縦５．０メートル 横１．９１５メートル
高さ１．３メートル

処 理 施 設 の 能 力 １時間当たり５立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 自然沈降

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 な し

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３０日

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成の翌日

処 理 施 設 の 種 類 物理処理＋化学処理

処 理 施 設 の 型 式 スギジェット式シックナー

処 理 施 設 の 構 造 鋼板製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 縦１５メートル 横６．５メートル
高さ５．４メートル

処 理 施 設 の 能 力 １時間当たり３０立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 凝集沈殿＋ｐＨ調整

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 な し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 １０．０～１２．０

最大 １０．０～１２．０

通常 ６．５～８．５

最大 ６．５～８．５

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ５．０

最大 １０．０

通常 ５．０

最大 １０．０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２，５００

最大 ３，０００

通常 ２０

最大 ２５

愛 媛 県 報平成２３年４月２２日 第２２６１号
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５ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び最大の

値並びに汚水等の１日当たりの量

�������
�愛媛県告示第５５６号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１６項の規定により、

保内町土地改良区から次のとおり役員が就任し、及び退任した旨の

届出があった。

平成２３年４月２２日

愛媛県南予地方局長 山 本 龍 典

就 任

退 任

�愛媛県告示第５５７号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定に基づき、道路の区域を次のように変更する。

汚水等の汚

染状態の値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ６．５～８．５

最大 ６．５～８．５

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ５．０

最大 １０．０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０

最大 ２５

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．０

最大 ７．０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．０７５

最大 １．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １５４．２

最大 ３５８．５

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．０

最大 ７．０

通常 ５．０

最大 ７．０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．０７５

最大 １．０

通常 ０．０７５

最大 １．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １５４．２

最大 ３５８．５

通常 １５４．２

最大 ３５８．５

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 植 田 恭 彦 八幡浜市保内町喜木１番耕地４８５番地

〃 城 頭 正 八幡浜市保内町喜木２番耕地５３９番地

〃 中 岡 福 夫 八幡浜市保内町喜木３番耕地１８７番地
２

〃 曽 我 孝 八幡浜市保内町須川４４２番地

〃 二 宮 弘 規 八幡浜市保内町須川１１０７番地１

〃 矢 野 福 雄 八幡浜市保内町川之石４番耕地８３番地

〃 鳥 井 徳 則 八幡浜市保内町川之石２番耕地９２番地

〃 寺 谷 雅 仁 八幡浜市保内町川之石１番耕地１６５番
地１

〃 白 石 隆 幸 八幡浜市保内町宮内５番耕地５９番地

〃 玉 井 幸 紀 八幡浜市保内町宮内４番耕地４８３番地
８

〃 兵 頭 一 男 八幡浜市保内町宮内９番耕地２８４番地

〃 河 内 長 幸 八幡浜市保内町宮内６番耕地１０番地４

〃 佐々木 和 雄 八幡浜市保内町宮内５番耕地１７１番地

〃 白 石 勝 一 八幡浜市保内町宮内１番耕地１０２７番地

〃 宮 竹 萬治郎 八幡浜市保内町磯崎１３０１番地２

〃 増 田 澄 夫 八幡浜市保内町磯崎１７８７番地

〃 二 宮 敏 行 八幡浜市保内町喜木津２番耕地９０２番
地

〃 柴 田 紳一郎 八幡浜市保内町広早４７４番地１

監 事 大 谷 弘 幸 八幡浜市保内町須川２４６４番地

〃 久 保 勇 八幡浜市保内町川之石１２番耕地１２２番
地

〃 平 家 功 八幡浜市保内町宮内６番耕地２７８番地

〃 岡 本 恵 八幡浜市保内町磯崎２１６１番地

理 事 二 宮 通 明 八幡浜市保内町喜木３番耕地２２４番地

〃 谷 口 治 正 八幡浜市保内町宮内２番耕地１１８番地
２

〃 松 田 武 志 八幡浜市保内町宮内１番耕地５９９番地
１

〃 河 野 信 也 八幡浜市保内町宮内２番耕地９８９番地

〃 田 上 稔 八幡浜市保内町宮内１０番耕地６７４番地
２

〃 菊 池 和 博 八幡浜市保内町宮内６番耕地２１６番地

〃 大 上 昭 八幡浜市保内町宮内５番耕地２２１番地
３

〃 白 石 剛 志 八幡浜市保内町宮内１番耕地５５５番地
３

〃 土居下 勝 利 八幡浜市保内町磯崎１４８７番地２

〃 増 田 澄 夫 八幡浜市保内町磯崎１７８７番地

〃 二 宮 敏 行 八幡浜市保内町喜木津２番耕地９０２番
地

〃 柴 田 紳一郎 八幡浜市保内町広早４７４番地１

監 事 河 野 幸 典 八幡浜市保内町須川４２６番地

〃 久 保 勇 八幡浜市保内町川之石１２番耕地１２２番
地

〃 兵 頭 一 男 八幡浜市保内町宮内９番耕地２８４番地

〃 得 能 亀 雄 八幡浜市保内町磯崎１２５６番地

理 事 橋 岡 公 正 八幡浜市保内町川之石１３番耕地１１０番
地

〃 宮 竹 萬治郎 八幡浜市保内町磯崎１３０１番地２

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 松 田 治 八幡浜市保内町喜木１番耕地３９７番地

〃 真 田 寿 広 八幡浜市保内町喜木２番耕地５２７番地

〃 中 岡 勇 二 八幡浜市保内町喜木３番耕地１６７番地

〃 二 宮 賢 光 八幡浜市保内町須川３３２番地２

〃 水 関 志 保 八幡浜市保内町須川３６７番地１

〃 菊 池 洋 一 八幡浜市保内町川之石２番耕地７８番地
２

〃 山 本 幸 司 八幡浜市保内町川之石４番耕地３８９番
地１

〃 寺 谷 雅 仁 八幡浜市保内町川之石１番耕地１６５番
地１

愛 媛 県 報平成２３年４月２２日 第２２６１号
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その関係図面は、南予地方局愛南土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成２３年４月２２日

愛媛県知事 中 村 時 広

�愛媛県告示第５５８号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定に基づき、道路の供用を次のように開始する。

その関係図面は、南予地方局愛南土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成２３年４月２２日

愛媛県知事 中 村 時 広

道路の種類 路 線 名 区 間 旧・新
別

敷 地 の
幅 員

メートル

延 長

キロメートル

備 考

県 道 城辺高茂岬線
南宇和郡愛南町船越３４４番から

同町船越３８５番２まで

旧 １５．１～２５．５ ０．０２８

新 ２５．３～３６．０ ０．０２８

道路の種類 路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の日

県 道 城辺高茂岬線
南宇和郡愛南町船越３４４番から

同町船越３８５番２まで
平成２３年４月２２日

平成２３年４月２２日 発行
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